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ド
ル
を
使
っ
て
船
を
操
り
、

技
術
や
速
さ
を
競
う
カ
ヌ

ー
競
技
。今
年
７
月
、オ
リ
ン
ピ
ッ

ク
選
手
も
輩
出
す
る
な
ど
、
同
競

技
の
登
竜
門
と
も
い
わ
れ
る
「
全

国
少
年
少
女
カ
ヌ
ー
大
会
」
の
女

子
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム
部
門
で

５
位
入
賞
に
輝
い
た
の
は
、
中
央

東
小
学
校
６
年
生
の
池
田
彩
乃
さ

ん
（
11
歳
・
中
央
６
丁
目
）
で
す
。

　

弟
思
い
の
優
し
い
性
格
で
、
読

書
好
き
な
一
見
普
通
の
小
学
生
。

そ
ん
な
池
田
さ
ん
が
カ
ヌ
ー
と
出

合
っ
た
の
は
２
年
前
の
こ
と
で
す
。

外
出
時
に
見
か
け
た
戸
田
ド
ル
フ

ィ
ン
カ
ヌ
ー
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
の

体
験
会
で
競
技
用
カ
ヌ
ー
に
試
乗

す
る
と
、「
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
、
楽

し
い
」
と
、
入
団
。
週
末
に
は
活

動
場
所
の
戸
田
ボ
ー
ト
コ
ー
ス
で

広
報
蕨
　
八
〇
一
号
　
平
成
二
十
九
年
十
一
月
一
日
発
行
　
毎
月
一
回
発
行
　
印
刷
・
㈱
秀
飯
舎

広
報
に
載
っ
て
い
る
写
真
を
希
望
者
に
差
し
上
げ
ま
す
　
秘
書
広
報
課
広
報
広
聴
係
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

ひと
全国少年少女カヌー大会 入賞　　

池
いけ

田
だ

 彩
あや

乃
の

 さん

パ

悔しさを推進力に全国大会入賞

カ
ヌ
ー
に
乗
り
込
み
、
持
ち
ま
え

の
バ
ラ
ン
ス
感
覚
の
良
さ
を
生
か

し
て
、
効
率
的
な
カ
ヌ
ー
の
操
り

方
や
コ
ー
ス
取
り
を
強
く
意
識
し

な
が
ら
、腕
を
磨
い
て
き
ま
し
た
。

そ
う
し
て
臨
ん
だ
昨
年
の
大
会
で

は
、
予
選
を
突
破
す
る
も
決
勝
で

は
、惜
し
く
も
入
賞
圏
外
の
８
位
。

「
来
年
こ
そ
は
も
っ
と
良
い
成
績

を
」
と
、
悔
し
さ
と
と
も
に
決
意

を
抱
く
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

山
梨
県
の
精し

ょ
う

進じ

湖
で
行
わ
れ
た

今
年
の
大
会
に
は
、
全
国
か
ら
２

０
０
人
以
上
の
小
学
生
が
参
加
。

出
場
し
た
フ
ラ
ッ
ト
ス
ラ
ロ
ー
ム

部
門
は
、
水
上
の
約
80
㍍
に
わ
た

っ
て
設
置
さ
れ
た
８
個
の
ブ
イ
の

周
り
を
、
ゴ
ー
ル
ま
で
指
示
通
り

に
回
り
タ
イ
ム
を
競
い
ま
す
。
日

頃
の
練
習
に
加
え
、
昨
年
の
大
会

で
敗
因
と
な
っ
た
筋
力
不
足
を
補

う
た
め
、
大
会
に
向
け
て
半
年
以

上
、
朝
晩
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
欠

か
さ
な
か
っ
た
池
田
さ
ん
。
迎
え

た
本
番
で
は
、
１
秒
未
満
の
タ
イ

ム
差
で
明
暗
を
分
け
る
接
戦
の
な

か
、
努
力
の
成
果
も
実
り
、
目
標

だ
っ
た
入
賞
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

小
学
校
卒
業
を
目
前
に
控
え
た

池
田
さ
ん
の
将
来
の
夢
は
、
作
家

な
ど
感
動
や
希
望
を
与
え
ら
れ
る

人
に
な
る
こ
と
で
す
。
こ
れ
か
ら

も
培
っ
た
舵か

じ

取
り
の
セ
ン
ス
と
大

舞
台
で
の
経
験
を
糧
に
、
力
強
く

未
来
へ
と
漕こ

ぎ
出
し
て
い
き
ま
す
。

輝

いて
ます

賞状を手にする池田さん

 今月の河鍋暁斎記念美術館

Kawanabeyosa
i

　

大お
お

江え

山や
ま

の
鬼
退
治
の
物
語
を
描

い
た
掛
軸
。
大
江
山
の
鬼
と
は
京

都
の
近
く
に
あ
る
大
江
山
に
住
む

酒し
ゅ

顛て
ん

童ど
う

子じ

（
酒
呑
童
子
）
の
夜
の

姿
で
、
京
の
都
で
姫
君
や
財
宝
を

奪
っ
て
は
鉄
の
御
所
へ
戻
り
、
酒

宴
を
開
い
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
悪
行
に
、
帝
が
源み

な
も
と
の
よ
り
み
つ

頼
光
と

そ
の
家
臣
の
四
天
王
（
渡わ

た
な
べ
の辺
綱つ

な

、

坂さ
か
た
の田
金き

ん

時と
き

、
卜う

ら

部べ
の

季す
え

武た
け

、
碓う

井す
い

貞さ
だ

光み
つ

）、
そ
し
て
平ひ

ら

井い

保や
す

昌ま
さ

を
鬼
退

治
に
向
か
わ
せ
ま
す
。
本
図
は
、

河
かわ

鍋
なべ

 暁
きょう

斎
さい

天保２年（1831）
～明治22年（1889）

現在の茨城県古河市
で生まれる。浮世絵
や狩野派を学び、江
戸・東京の庶民から
人気を博す｡ 明治９
年､ 万国博覧会に肉
筆画を出品。14年、
内国勧業博覧会で日
本画の最高賞受賞。
娘の暁翠も日本画家。

展覧会の詳しい
内容は美術館の
ホームページを
ご参照ください

開　館＝午前10時～午後４時
休　館＝木曜日　毎月26日～末日、年末年始
ところ＝南町４-36-４
入館料＝一般600円　中学生～大学生500円
　　　　小学生以下300円
　 　 　（20人以上の団体は要予約）
詳　細＝同館（☎441・9780）

河鍋暁斎記念美術館　11月１日(水)～12月23日（土・祝）
　｢暁斎が描く異形のものたち｣ 展
　　同時開催｢英国の子供たちの見た暁斎｣ 展

暁斎筆 「大江山鬼退治之図」
　　　　　　　　　　　　絹本着色　軸装

本
作
品
は
展
覧
会
で
御
覧
い
た
だ
け
ま
す

天才絵師の作品

蕨にあり
─ No.18 ─

酒
顛
童
子
の
首
を
は
ね
、
今
し
も

大
き
な
鬼
の
首
が
源
頼
光
に
向
か

っ
て
飛
び
か
か
っ
て
く
る
場
面
を

暁
斎
が
描
い
た
も
の
で
、
小
さ
い

な
が
ら
迫
力
あ
る
作
品
で
す
。


